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 「いじめ」の
　法的対応

事例と対話で学ぶ

弁護士がいじめ問題にどう向き合うか／「いじめ」の定義は法によってどう変わったのか？
なぜ、第三者委員会で学校の調査報告が覆されるのか

「被害者」対「加害者」という構図の問題点／あなたの学校は大丈夫？


